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終
戦
後
工
業
は
戦
災
甚
大
に
し
て
戦
前
に
比
し
て
約
三
割
の
生
産
し
か
維
持
し
て
居
ら
ず
、

一
方
農
業
は
戦
災
も
絞
ら
ず
、
そ
の
生
産
は
約
八
割
を
維
持
し
て
居
り
而
も
所
調
農
村
イ
Y
フ

レ
で
農
村
は
富
ん
で
ゐ
る
と
一
般
に
云
は
れ
て
ゐ
る
。

又
一
方
に
於
て
最
近
昭
和
二
十
.
一
年
九
月
末
日
の
組
合
金
融
協
会
の
全
国
農
村
の
金
融
事
情
。

調
査
(
第

一
表、
‘第
二
表
参
照
)
を
基
礎
と
し
て
所
調
農
村
イ
ン
フ
レ
は
当
ら
な
い
、
農
村
は
僚

か
全
国
平
均
で

一
万
円
の
預
金
を
持
ち
而
も
千
五
百
円
位
の
負
債
を
も
っ
て
居
る
状
態
で
あ

り
、
そ
れ
に
対
し
て
戦
時
中
よ
り
の
掠
奪
農
法
に
よ
る
生
産
機
構
の
題
情

例
へ
ば
地
力
の
消

耗、

農
機
具
の
破
損
、
肥
料
の
不
足
、
家
苔
の
減
少
等
を
挙
げ
て
此
等
の
事
実
は
到
底

一
万
円

位
の
預
金
で
は
償
へ
ず
と
し
て
イ
ン
フ
レ
が
農
業
に
と
っ
て
有
利
で
あ
っ
た
と
云
ふ
論
に
反
対

全
同
農
村
の
金
融
事
情
(昭
和
ご
す

一
年
九
月
末
現
在
)

戸

数

〈

戸

)

預

貯
金
現
在
見
込
高
〈
円〉

二
三
七
、
八

七

八

三

、
六

一
て
六
六

O
、
一
七
五

一、

一
五
O
、
二

一

九

九

、

O
二一一一
二

四
O
、
九
一
一

-一、
四
五
二、
九

七

四

八

、二
回
二
三
四
一
、
五
五
六

第
一
表

地

主

自

作作

自

イ
シ
フ

.レ
}
シ
・
ヨ
ン
下
の
燥
-村

し
、
む
し
ろ
農
業
は
そ
の
犠
牲
者
だ
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

一
体
農
業
生
産
の
条
件
及
び
農
村
の
実
体
は
戦
後
知
何
に
な
っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。

ニ
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
農
村
に
与
へ
た
好
影
響

付
負
債
の
減
少

我
が
図
鑑
村
は
、
明
治
以
来
、
商
工
業
の
資
本
主
義
的
発
隈
に
取
り
残
さ
れ
、
そ
の
極
度
の

零
細
島
経
営
に
よ
る
低
生
産
性
は
工
業
の
高
度
の
生
産
性
に

圧
倒
さ
れ
、

両
者
の
聞
に
は
シ

土

1
レ
を
生
じ
、
農
家
経
演
は
均
衡
を
得
る
事
な
〈
、
常
に
非
生
産
的
な
負
債
に
苦
し
め
ら
れ

た
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
っ
た
。

然
し
で
支
那
事
変
よ
り
今
次
大
戦
、
:
更
に
敗
戦
後
の
経
済
協
託
、
そ
れ
と
共
に
発
生
し
た
戦

時
イ
ン
フ
レ
1
シ
ヨ
シ
、
戦
後
の
高
度
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

操
業
者
に
名
目
的
な
も
の

に
し
ろ
資
金
を
捕
ま
せ
、
所
得
を
増
大
さ
せ
、
特
に
，永
年
の
臼
木
農
業
特
有
の
負
債
を
預
貯
金

を
も
っ
て
置
含
換
へ
た
事
は
特
筆
さ
れ
る
事
実
で
あ
る
。
即
ち
明
治
以
来
の
日
本
農
業
の
負
債

は
明
治
十
二
年
二
倍
、

明
治
四
十
五
年
の
七
億
よ
り
漸
次
増
大
し
、

昭
和
七
年
は
約
四
十
五

崎
町
昭
和
十
年
に
は
中
小
浪
者
の
負
債
の
み
で
四
十
億
と
著
し
く
噌
大
し
た
。
そ
こ
で
大
体
五

十
倍
位
の
負
債
合
も
っ
て
事
変
に
突
入
し
た
と
見
る
ベ
舎
で
あ
ら
う
。
市
も
こ
の
負
般
は
大
部

分
は
非
品
業
的
消
費
負
債
で
あ
っ
た
。
斯
〈
の
如
〈
永
年
英
大
な
負
債
に
苦
し
ん
だ
中
小
織
の

み
じ
め
な
生
活
に
就
て
は
幾
多
語
ら
れ
、
論
ぜ
ら
れ
来
だ
処
で
あ
る
。

然
る
に
第

一
表
第
二
表
の
如
〈
昭
和
二
十

一
年
九
月
末
日
現
在
の
組
合
金
融
協
会
の
調
査
に

よ
れ
ば
負
債
は
僅
か
十
五
憶
に
減
少
し
て
ゐ
る
。
市
も
預
貯
金
三
百
六
十
億
、
手
持
現
金
見
込

は
九
十
・崎
両
者
合
す
れ
ば
突
に
四
百
五
十
億
と
な
っ
て
ゐ
る
。
農
家
一
戸
当
り
の
傾
に
す
れ

ば
僅
か
一
万
円
位
で
あ
り
、
而
も
手
持
現
金
に
等
し
い
位
の
負
債
も
あ
る
と
云
は
れ
る
が
、
兎

に
角
、
永
年
の
英
大
な
負
債
は
完
全
に
預
貯
金
を
も
つ
で
世
会
換
へ
ら
れ
た
訳
で
あ
る。

手
持
現
金
見
込
〈
円
)

六
問
一
二
九
七
、
二
二
七

て
九
一
て
八

一
O
、
一
九
七

二、

二
O
三
、
七
八
五
、
四
四
三

(
組
合
金
融
協
会
、

有
償
戸
数

三
四
、
五
七
二

一
八
λ
、
-二
二
八

三
六
七
、
一
六
六

農
村
金
融
研
究
会
翻
〉

負
債
総
額
〈
円
)

一一一一

O
、五
七
O
、
八
九
五

四
三
九
二
七
九
、
七

一
五

二
八
八
、
入
O
六
、夫
九
六
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一
二
九
九
、
六
O
九

四
、
O
四
O
、
五
九

0・

四
、
五
八
六
、
五
二
四
、
O
四
六

一
一
五
、
四
六
二
、
六
六
六
、
六
八
八

て
五
九
一
、
八
五
一
、
四
干
O

六
、
三
四
八
、
六
四
四
、
二
七
七

一
二

七
、
入
二
六

七
O
七
、
七
O
二

-一四
七
、
三
九
三
、
四
五

一

一
、
O
九
五
、
九
五
O
、
七
五
七

第
二
表

農

村

金

融

事

情

の

変

遷

自
小
作

『
調

査

戸

数

六

、

五

三
二
一

昭
和
十
七
年
一
有

償

戸

数

割

合

五

二

・三

六

一

・
0

七

月

末

}

一

戸

当

負

債

額

一

、

O

六

四

八

O

一=

F

一
戸
当
動

産

額

一

、

七

五

八

九

二

一

『

調

査

戸

数

九

五

二

七

九

四

入

O

戸

昭
和
二
十
こ
有
償

戸
数

割

合

三

0
・五

五

一
・
六

四

四

・
λ

%

年

一

月

末

一

一

戸

当

負

債

額

て

四

四

二

六

四

七

三

八

三

七

五

九

円

f

一
戸
当
動

産

額

六

、

四

二

四

回

、

九

O

八

三
、

三

二

六

五

、

O

五

六

円

{

調

査

戸

数

て

一

五

O

、

一

二

九

一

、
四
五
二
、
九
七
四

一
、

一

九

九

、

六

O

九

凶

、

O

凹
O、
五
九
O
戸

一
有
償
戸
数
制
合

二
ハ
・三

一

λ

・一三

一
λ
・
-

一

四

・

五

一

七

・

五

%

昭

和

二

十

一

一

一

戸

当

負

託

額

二

、

二
八

一

一

、
O
八

戸

ー
一

、

一

一

一

一

五

三

、

七

七

六

一
、
五
凪
八
円

年

九

月

末

}

{
一

一

戸

当

額

貯

金

七

、

八

四

五

五

、

六

七

二

三
、

八

二

三

一

五

、

一

八

二

.

六、一
三
O
一
円

{
一
戸
当
手
持

現

金

一

、

六

六

二

一

、

五

一

六

一

、

三

二

六

二

、

六

九

五

一

、

五

七

一

円

(
註
)
こ
の
哉
の
出
家
数
は
総
農
家
戸
数
の
七
O
%
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
よ
り
逆
算
し
て
全
農
家
に
つ
き
み
る
に
二
十
一
年
九
月
末
に
於
け
る
預
貯
金
額
は
三
六
、
一
二
七
五
百
万
円
、
手
持
現
金
は

九
-
O
六
九
百
万
円
、
負
債
は
一
、
五
六
五
百
万
円
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
局
の
二
十
一
年
五
月
末
に
於
て
銀
行
券
の
約
半
分
百
七
十
五
飽
円
が
農
漁
村
に
あ
る
と
一
以
ふ
推
定
と
は
余
り
に
も
か

け
離
れ
た
数
字
で
あ
る
。
即
若
し
そ
の
織
な
保
有
率
が
あ
る
と
す
れ
ば
一
一
十
一
年
九
月
の
発
行
券
市
六
百
四
十
四
億
円
に
対
し
て
三
百
億
円
の
手
持
が
あ
る
事
に
な
る
に
も
拘
ら
ず
、
本
調
査

に
よ
れ
ば
農
村
に
は
九
十
佑
円
の
手
持
現
金
を
保
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
尚
参
考
に
と
の
時
二
十
一
年
九
月
間
綴
方
法
の
開
査
に
よ
れ
ば
ぬ
村
は
手
持
現
金
十
二
億
円
、

一泊
・貯
金
は
三
十
三
億

円
、
山
鹿
山
漁
村
全
・
部
の
預
貯
金
総
高
五
百
四
十
三
位
円
、
手
持
現
金
は
百
三
十
六
億
円
、
品
川
船
総
額
は
二
十
二
億
円
と
な
っ
て
ゐ
る
。

次
に
第
二
裁
に
よ
り
平
均
一
戸
当
り
の
数
字
を
み
れ
ば
預
貯
金
、
手
持
現
金
の
何
れ
に
於
て
も
地
主
は
越
に
多
く
、
以
下
自
作
、
自
小
作
、
小
作
の
阪
に
低
下
し
て
ゐ
る
。
負
債
に
つ
い
て

は
有
船
戸
数
割
合
は
地
主
、
自
作
が
低
い
が
有
償
戸
数
二
戸
当
り
負
債
額
は
此
世
帯
が
最
も
多
い
。

更
に
こ
の
数
字
を
十
七
年
当
時
と
対
比
し
て
み
る
に
農
家
の
全
動
産
(
預
貯
金
及
手
持
現
金
)
は
自
作
践
で
昭
和
十
七
年
の
二
千
円
弱
か
ら
、

二
十
一
年
九
月
に

一
万
円
強
と
な
っ
て
ゐ
る

が
、
小
作
に
な
る
と
四
百
円
弱
か
ら
六
千
円
強
に
な
っ
た
に
過

F
な
い
。
而
も
負
蹴
る
る
一
戸
数
の
割
合
は
十
七
年
に
は
半
数
以
上
で
あ
る
の
が
、
二
O
w
m
位
に
減
少
し
て
ゐ
る
が
、
一
戸
当
り

の
負
債
額
は
逆
に
倍
制
に
増
劃
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
動
産
が
哨
加
し
た
と
い
っ
て
も
預
貯
金
で
五
、
六
千
円
、
手
持
税
金
で
僅
か
千
円
台
に
過
が
C

ず
、
そ
れ
も
手
持
現
金
と
同
額
に
近
い
負
般

企
抱
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
兎
に
角
そ
の
永
年
の
負
般
を
預
貯
金
を
も
っ
て
完
全
に
置
き
挽
へ
得
た
事
は
特
筆
に
値
す
る
事
笑
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

戸

自

作

四、
二
O
九

0 小
λ 
作

地

主

平

一
一
二
、
八
二
五
戸
均

% 

五
七
・λ

五
七
・七

%

-E-a 

日
E

国一ニ

O

三
六
八
占ハ
一一一

ニ
了
七

七
八
八
円

一
、
O
凶
八
円

司
・
唱

anr 
戸% 円円円%戸

二
三
七
、
八
七
八

i司l司



銀
行
預
金

昭
和
二

一
年
一
一

一
月

一

五

、

七

四

六

(

一

O
O
)

一
一一
一
年
一

一
一
月

一
九
二

一
七

一
四

年
一
一

一
月

二

五

、

O
九
O

九
二
六
(

一
五

年
一

二
月

一一
一
一
二
八
九

三
七

七

一

、
四
O
八

一
六

年

一一

一
月

三
七
、
八

O
一

て

O
一

四

二

、

二
四
七

一
七

年

一
一
一
月

四

六

、
五

六

九

て

八

六

六

三

、
三
四
九

五

、
八
四
三
(
一
O
O
)

一
八
年

一
一
一
月

五
六
、
三
二
八

一二、
五

一

九

五

、

五

ご

=

八、
=
一
九
ご

一
九

年
一

一
一

月

七

七

、
九
二

六

(

四

九

四

〉

六

、

五

二

八

(

五

二

ニ

O
O
)

九
、一

九

八

〈

九

九

二

〉

一

二
、
九
O
八
(
二
四

O
〉

二
O
年
一

一
一

月

一

一

九

、
八
二
九
〈
七
五
五
〉
一
三
、
一
二
四
(
二
二
、

O
五
六
〉

一八、一一一

一
四
ハ
二
、

0
0
0〉
二

二
、
八
λ
=
一(
三
九
O
〉

二
一
年
一

一一

月

一

四

四

、
八
六
九
(
九
二

O
)

二
O
、
O
二
六
三
六
、
四

O
O
)

一二
O
、
六
九
三ハ
三
二
二
五

O
)

一一一七
、
九
八
六
(
六
四
五〉

二
三

年

三

月

一

四

八
、
六
四
回
(
九
五

O
)

-九
、丸
二
六
ご
六
、

O
九
O
)

二
六
、
七
一
五
〈
二
、
九

O
O
)

一一
一
λ
、
五
六
七
(
六
六
O
)

勿
論
こ
の
銀
行
預
金
の
中
に
は
農
業
者
の
預
金
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
訳
で
あ
る

が

、

農

業

会

系

ン

ス

預
金
や
神
棚
預
金
と
し
で
あ
っ
た
と
考
へ
て
よ
い
。
そ
れ
故
に
此
処
に
挙
げ
た
数
字
よ
り

統
機
関
は
農
業
者
の
み
で
あ
る
故
如
何
に
品
業
者
の
預
金
が
急
激
に
憎
加
し
た
か
が
判
明
し
ょ
更
に
大
き
な
金
額
を
農
民
は
摘
ん
だ
と
見
ね
ば
な
る
ま
い
。

ぅ
。
兎
に
角
こ
の
間
に
於
て
農
民
は
そ
れ
が
名
目
的
な
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
都
会
人
に
比
し
て
次
に
よ
り
総
括
的
に
農
村
資
金
全
体
の
状
態
を
み
て
み
る
。
昭
和
十
二
年
事
変
の
始
ま
っ
た

遁
に
多
量
の
貨
幣
を
掴
ん
だ
撃
は
事
実
で
あ
る
。
而
も
農
民
は
過
去
か
ら
の
習
慣
で
現
金
を
手

時
の
六
十
七
億
の
農
村
資
全
は
昭
和
十
九
年
末
に
は
突
に
四
百
十
二
億
と
戦
争
開
始
時
の
六
倍

持
す
る
傾
向
あ
る
事
を
考
へ
れ
ば
、
戦
時
中
も
閤
売
り
に
よ
る
金
銭
収
入
は
そ
の
多
〈
が
、
タ
強
に
な
っ
て
居
る
。
(第
四
表
参
照
)

同

農

村

資
金
の
膨
脹

次
に
こ
の
闘
に
於
け
る
預
貯
金
の
増
大
を
み
る
。
出
来
得
れ
ば
農
民
の
預
貯
金
を
、
都
会
生

活
者
の
預
金
と
比
較
し
て
み
た
い
が
、
こ
れ
は
充
分
な
資
料
が
な
く
、
正
確
に
は
不
可
能
で
あ

る
の
で
、
先
づ
次
の
表
に
あ
る
知
き
方
法
を
と
っ
て
み
た
。

第
三
表
に
示
す
如
く
、
銀
行
預
金
と
農
業
会
系
統
機
関
の
昭
和
十
二
年
よ
り
の
預
貯
金
増
加

第
三
表

預

貯

金

増

加

状

況

第

四

表

預

銀 、恥
r 一丁
行

金

郵
便
局

品
業
会

昭

和

二

年

末

一
、=一
-一-一一
一

2
0
0
)
 

て
二
二
九

(

一

O
O〉

一
、
八
三
八

三
O
O〉

イ
ン

7
レ
1

シ
ヨ
ン
下
の
農
村

の
割
合
を
み
る
と
銀
行
預
金
は
十
九
年
末
に
四

・
九
四
倍
で
あ
る
が
農
林
中
金
は
突
に
五
十
三

倍
に
な
っ
て
ゐ
る
。
更
に
ご
十
ご
年
三
月
に
於
て
は
銀
行
預
金
は
丸

・
五
倍
で
あ
る
の
に
中
金

は
百
六
十
倍
と
な
っ
て
ゐ
る
。

同
様
に
都
道
府
県
、
市
町
村
両
農
業
会
は
各
々
二
十
九
倍
、
ム
ハ
倍
と
な
っ
て
ゐ
る
。

農
林
中
金

〈単
位
百
万
円
)

市
町
村
農
業
会

都
道
府
県
農
業
会

一一一一ー一〆ー、

一O
O
)

一
八
五

二
七
九

一O
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単
位

百
万
円
)

保

険
掛

金

八
六
八

〈
一
O
O)
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証
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金

計

現

株五
O

一

(

一

O
O
)

イ責

五
五
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一

O
O
)

六
、
七

O
七
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)

八
八
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(

一

O
O
)

一一
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五
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て
四
O
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四
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、
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九
八
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一一

三
)

六
}
五
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、
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五

(
一
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)

て
五
九
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(
一
入

O
)

一
、
八
一
七

(二
O
五
)

三
、
一
七
宝

(
二
四
六
)

ニ
、
一
三
九

(一二
五
五
)

四
、
O
O三

(
四
五
一
一)

六
、
一
六
六

(
六
九
七
)

(駐〉

、
現
金
欄
の
附
初
一
豆
、

ニ
ハ
年
は
マ
イ
ナ
且
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、
と
れ
ば
年
間
を
通
じ
て
の
計
算
上
か
ら
な
る
だ
け
で
、

絶
対
的
に
現
金
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

一、
勧
銀
斜
進
よ
り
作
成
す
。

一、
八
九
三

(
一
五
四
)

二
、
四
二
七

〈
一
一-一二)

二
、
四
O
三

(
一
九
六
)

一一、
一ムハ

一

〈
一
七
六
)

ご
、九
三
五

(二
三
九
)

二
、
八
二
五

〈
一
二
三
)

ニ
、
四
九
五

(
二
八
四
)

玉
、
一
一
七

〈
二
八
五
〉

四
、
六

O
七

(
三
七
五
)

七
、
二
八
九

〈凶
O
六
)

五
、
二
六
三

(
四
二
八
)

〈九

喜九
主九
3九

其
後
更
K
第

一
第
二
表
で
み
た
如
〈
二
十
一
年
九
月
末
の
制
べ
で
は
預
貯
金
、
手
持
現
金
で

約
五
百
憾
に
近
い
数
字
が
出
て
届
り
、

一
戸
当
り
約

一
万
円
〈全
国
平
均
〉
に
近
い
。

二
十
一
年

末
に
於
て
ほ
ζ
れ
よ
り
判
断
し
て
大
体
千
億
位
農
村
に
資
金
が
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ら

う
。
こ
の
英
大
な
資
金
が
農
村
の
収
入
が
支
出
よ
り
大
な
る
為
に
形
成
せ
ら
れ
た
事
は
勿
論
で

あ
る
が
、
戦
時
中
食
粗
増
産
を
急
務
と
し
、
あ
ら
ゆ
ゐ
国
家
補
助
政
策
が
施
さ
れ
、
又
戦
時
統

制
経
済
は
次
第
に
強
化
さ
れ
、
仰
木
荷
統
制
よ
り
生
産
統
制
に
迄
進
展
し
農
民
は
凶
J

家
の
命
ず
る

第

ヨJ.

表

農
業
収
入

昭
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二
九
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年
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五
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一
主
二
)

， 
j 
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六
、
三
一
五

(
一
五
九
〉

労
賃
収
入

ニ
、
五
八
一

(

一

O
O
)

問
、
五
九
O

(
一
二
八
)

問
、
九
五
六

(一

三
八
)

五
、
一二
六
八

(
一
五

O
)

一
、
一
一

一

(一

二
九
)

六
九
二

(一

一一
一
八
)

一J
二
O

〈
一
五
一
)

九
三
二

(
一
八
六
)

一
、六
O
九

(
一
八
五
)

一
、
二
二
七

(
二
四
五
)

一
、九
五
O

(一ご

一五
)

一
、
五
一
一

(三
O
Z
)

二、
五
二
五

(二
九
ご

一、
八
四
二

(
=
一六
八
)

二
、九
二
七

(=
三
七
)

て
八
回
二

三
一
一
六
八
〉

四
五
三
O

(九
六
四
)

九

一

(γ
六
五
)

(一)

八
、
七
三
O

(
二
二
O
)

一
O
、三
九
二

(
一
五
五
)

一
二
、
七
六
九

(
一
九
O〉

一
玉
、九
八
四

(一
二
二
八
)

二
三
、
ご
ニ
O

(三
四
五
)

O
、
四
六
ご

(四
五
四
)

四
一

、
二
入
二

(六

一
占ハ)

僚
に
生
産
し
、
供
出
し
、
農
民
の
供
出
代
金
は
そ
の
儲
農
業
会
貯
金
口
座
に
振
替
ら
れ
、
そ
れ

が
国
債
そ
の
他
の
有
価
証
券
に
投
資
(
強
制
的
に
)
さ
れ
た
こ
と
、

一
方
工
業
の
軍
需
生
産
へ
の

狂
奔
は
、
農
業
生
産
資
材
の
供
給
を
不
充
分
な
ら
し
め
農
村
山
賀
を
減
少
せ
し
め
た
こ
と
等
当

附
の
事
態
が
必
然
的
に
農
業
収
入
を
そ
の
文
出
よ
り
大
な
ら
し
む
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
は
注

意
さ
れ
る
必
一擦
が
あ
る
。

そ
と
で
先
づ
戦
時
中
の
農
村
収
入
(
自
給
部
分
を
含
む
〉
を
み
れ
ば
第
五
表
の
如
く
仕
る
。

土
地
転
用
収
入

利
利
ヲ
十
収
入
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昭

五
、
六
五
七

三
四
二
〉

九、
一-一
七
二

(一一ムハ一一〉

和

国J..
ノ¥

年

.<: 

" 

七

六
、
二
四
六

〈
一
五
五
〉

九
、
六
五

O

(
二
六
九
)

年

.<: 

" 

J¥ 

年

六
、
六
三
八

(一

六
七
〉

一
二
、
二
一四

O

〈
三
四
五
〉

"" ，... 

九

七、

O
一
五

(
一
七
七
V

一
回
、
四
一
六

(凹

O
三
)

年

(能》

勧

銀

問

責

然
し
こ
の
表
の
農
業
収
入
の
数
字
〈
昭
和
十
五
年
以
降
の
分
〉
は
修
正
農
林
生
産
指
数
(
昭
和

二
十
二
年
λ
月
)
と
日
本
農
業
年
鑑
の
農
産
物
価
格
よ
り
作
成
し
た
価
格
指
数
を
用
ひ
て
計
算

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
明
か
に
過
小
の
様
に
思
へ
る
。
何
故
な
ら
ば
そ
れ
は
使
用
し
た
農
産
物

価
指
数
が
公
定
に
余
珪
傾
い
て
居
り
、
従
っ
て
間
利
得
の
分
が
過
小
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か

ら
で
あ
る
。
而
し
て
同
様
勧
銀
で
物
量
的
変
動
な
加
味
し
て
労
務
者
飲
食
賀
指
数
を
用
ひ
て
行

っ
た
訓
査
も
殆
ん
ど
同
様
な
数
字
が
出
て
ゐ
る
始
末
で
あ
り
、
こ
れ
を
更
に
如
何
に
補
正
す
る

か
、
そ
の
資
料
と
方
法
が
な
い
の
で
本
輸
に
て
も
一
応
之
に
依
っ
て
行
〈
こ
と
与
す
る
。
然
し

乍
ら
実
際
は
之
よ
り
多
い
こ
と
は
確
実
で
あ
っ
て
、
殊
に
昭
和
十
九
年
度
は
百
億
程
度
と
見
る

べ
き
と
思
ふ
。
昭
和
二
十
年
の
収
入
は
勧
銀
で
行
っ
た
も
の
で
も
一
一
一百
億
に
な
っ
て
ゐ
る
関
係

上
十
九
年
は
当
然
百
億
程
度
と
見
ね
ば
な
る
ま
い
。
又
労
賃
収
入
は
恐
ら
く
今
少
し
大
き
い
Lι

見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

こ
れ
は
戦
時
中
の
職
工
農
家
の
問
題
で
あ
る
が
、
明
か
に
職
工
農
家

と
表
現
さ
れ
て
な
い
で
家
族
構
成
員
が
働
主
に
出
て
ゐ
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
掴
む
方
法
一

が
な
い
の
で
こ
の
分
が
除
か
れ
て
ゐ
る
の
で
め
'り
、
而
も
こ
の
種
の
形
の
労
賃
収
入
は
相
当
多

〈
あ
っ
た
に
選
ひ
な
い
の
で
こ
の
数
よ
り
増
加
す
る
事
は
必
然
で
あ
る
。
以
上
二
つ
の
も
の
か

農

村

統

入

主

食

代

金

推

定

リリ

ι
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n
h
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』パ

産

量
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0
0
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石

出
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二

八

、
O
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手

自

由

販

売

量

問

、一
一一九
三
予

定

価

一

二
O
O円
〈
石
当
り
〉

第
六
表
区

麦

類

六、
六
四
五
千
石

五
、
九

O
九
手

供生

二
三
五
円
(貫
当
り
)

'，'!o. L、

イ
ン

フ
レ

ー

シ

ョ

ン

下

の

農

村

一
-o

〈一一ムハ
-
一)

一
一一一六

(
三
二
四
〉

一
四
四

〈
三
四
三
)

一
六
回

〈
三
九

O
)

入
一
一九

(
二
五
四〉

一
六
、
五
三
六

(二

O
五
〉

五
八
六

(
三
九
六
)

一、

O
一
四

会

=
0
)

六
五
O

(
四
四
三
)

一
七
、
七

O
O

(
二
二

O
)

一、
四
八
八

(四
五
五
〉

一
、一一
一一一一二

(九
O
O
)

二
二
、
九
四
二

〈
二
八
一ニ)

て
七
七

O

(五
四

一
)

一
、
四
七
九

(
て
0
0
0
)

二
四
、
八
七

一

(三
O
七
)

ら
考
へ
て
も
収
入
の
総
計
は
当
然
よ
り
多
い
事
は
疑
な
い
処
で
あ
る
。

更
に
参
考
迄
に
昭
和
二
十
一

年
の
農
村
の
収
入
を
第
六
表
の
様
な
方
法
で
算
定
し
て
み
た
。

先
づ
第
六
表
に
農
村
に
流
入
し
た
主
食
代
金
推
定
を
行
っ
た
。

即
ち
、

二
十
一
年
産
米
を
六
千
七
百
万
石
と
す
る
。
政
府
発
表
は
六
千
百
方
石
で
あ
る
か
ら

こ
の
余
剰
分
六
百
万
石
の
約
七
割
が
閥
米
に
な
っ
た
と
推
定
す
る
。
と
の
中
に
は
米
の
代
替
と

し
て
稽
類
を
供
出
し
、
米
を
向
自
販
売
し
た
部
分
を
も
考
慮
に
入
れ
て
ゐ
る
。
変
は
不
作
で
収

穫
が
少
な
か
っ
た
の
で
供
出
の
残
り
は
全
部
自
家
用
と
し
た
。
表
に
あ
る
如
ぐ
主
食
代
金
の
推

算
の
み
で
全
国
繰
家
の
収
得
し
た
貨
幣
額
は
五
百
六
十
一
憶
に
遣
す
る
。
そ
の
他
説
菜
、
果
実
、

繭
、
畜
説
物
、
林
産
物
を
、
昭
和
十
二
年
の
農
林
統
計
か
ら
商
品
化
率
を
推
定
し
日
銀
卸
売
物

価
指
数
の
上
昇
を
参
酌
し
て
、

主
食
以
外
の
農
林
産
物
の
販
売
額
を
推
算
し
て
み
る
と
、
第
七

表
に
あ
る
如
く
蹄
菜
二
十
一

億
、
果
実
十
二
倍
、
繭
一二
十
四
億
、
畜
産
物
二
十
七
億
、
用
材
二

十
一
億
、
木
炭
薪
炭
で
十
阿
億
合
計
百
三
十
億
と
な
る
。
そ
こ
で
主
食
の
推
計
と
合
し
て
約
七

百
般
位
の
山腕
産
物
収
入
が
あ
っ
た
と
見
る
事
が
出
来
よ
う。
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、
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二
七
、
九
三

O
予
五
円
(賞
当
り
)

馬
鈴
薯

四
六
、
O
一
九
万
貫

ご

て
七
五

O
JY

一
O
、
四
三
六
タ
五
円
(
貫
当
り
)

雑

穀

四
、
四
六
九
千
石

五

0
0
4

四
九
六
長

二
O
O円
(石
当
り
)

玉



間供問

出
価
代 論

説
(
そ
の
こ
)

産
業

・
物
価
等

金絡

七
、
0
00
円
(
石
当
り
)

八
、
四
一
九
百
万
円

四、

0
00
円
(
石
当
り
)

て
三
八
λ
百
万
円

完

=

一O
、
七
五

一
手

合

計

三

九

、
一
七
0
4

総

計

五

六

、

一
六
四
手

(位〉

H
、
甘
革
問
、
時
鈴
惑
は
食
林
省
側
、
白
山
鯨
内
見
放
は
昭
和
十
六
年
直属
林
省
統
計
の
柑
問
晶
化
率
を
歩
酌
す
。

ω、
幽層
制
問
も
問
機
。

同開
、
公
定
、
問
仰
は
全
凶
圃属
議
会
問
。

版

額

区

別

主
食
以
外
主
要
農
林
雄
物
収
入
推
計

'勿
d
n
4

・

用

材

新

材

木

炭
総

計

次
に
支
出
を
み
れ
ば
第
八
表
の
如
し
。

筋

表

第
七
表

首 繭 果説

産
i¥ 

昭
和
一
二
年

， 
'" 

一一
二
年

， .， 

一
四
年

"" 〆

一
五
年

附
和

一
0
年
度

生

産

価

格

実菜

。
..... ノ、、
五
四千
_111 

七
七
、
五
六
六

三
五
O
、
八
六

O

一
九
一
、
三
一
九

一
二
ニ
、
八
六
九

九
O
、
八
一
五

四
O
、
七
九
六

農
業
経
営
費

一、
二
七
三

〈一

O
O〉

て
二
六
O

(
九
九
)

て
七
八一

(
一
四
O
)

て
七
七
O

(
一
三
九
)

推
定
商
品
化

事

%
 

五

一
・五

六

0

・。

九
九
・
O

七
0

・。

九
五
・

o

一二

0

・。

九

0

・。

家
計
費

9 

回
、
七
O
五

(

一

O
O
)

五
、
八
六
一

(
一
二
五
)

七
二
八
七

三
五
二
一)

て
三
八
八
手

附
和

}
O
年

推
定
販
売
価
格

千
円

一
O
六
二
一
一
六
九

四
六
、
五
回

O

三
四
七
、
三
五一

二
三
-
一
、
九
二
三

一
O
八
二

七
六

二
七
、
二
四
五

三
六
、
七
一
六

(
単
位

前
務
償
迎

? 一一一一一一
二
四

昭
和
二

O
年

推

定

価

桔
百
万
円

一一、
-
二
七

一、一

六
五

、
四
七
阻

二
、
六
七
八

:
、
一
六
回

百
四
五

九
一
八

二
二
、
O
七
-

百

剖高
、、J9 

五
、
九
六
八

(

一

O
O
)

七
、六
七
五

(一ニ
λ
〉

八
、
九
八

一

(
一
五

O
)

三
O
円
(貫
当
り
)

三
四
二
百
万
円

八
、
一
-
一
七
九
手

久
、
七
一一一
'v

間
和
一
六
年

/. 〆

七
五ド

"" '/ 

一
八
年

， 
'" 

-
'uwド

-
a寸
ノ
ム
剖
ι
1

ハ
位
〉

勧
銀
の
銅
査
よ
り
作
成
す
。

て
七
七
主

(
二
=
九
〉

て
六
六
五

(一一一一

一〉

て
四
三
六

(
一
一
一
一一
)

一
、
O
五
O

(
八
二
)

四
O
円
(貫
当
り
)

一
O
九
百
万
円

四
二
七
四
手

四、
a-
八
=
??

七
、
六
五
一

(一占ハ一一一〉

七
、
九
八
三

(
一
七

O
)

八
、
五
九
二

〈
一
八
一一一)

九
、
七
三
八

(ニ
O
七
)

....... 
J、

玉
、
0
0
0円
〈
石
当
り
)

一
二
五
百
万
円

二
、
四
八
O
'y

二
、
六

O
豆
長

。

九
、
四
三
六

三

五
八
)

丸
、
六
五

O

(
一
ム
ハ
一
一
)

一一一一一

一
O
、
O
五
一

(
一
七
O
)

。
一
O
、七
九
八

(
一
八

O〉

そ
と
で
、
こ
の
収
入
支
山
の
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
次
の
如
く
に
た
る
〈
指
数
で
と
る
)
。

昭

和
一
一
一
一
年
一
四
年

一
一一
勾

差支収

入引1+¥

8 

一
五
年

二
六

-
山
醐
広

3L 
J、Z且

Eコ

一
六
年

ノL

一
七
年

一
八
年
国

'u'・同

-
a寸
J
4「

Cコx.: 

Cコ

一八
三

コ
宅

て
ハ()

8 

^ 

3:i. 
2内

4ゴ
Cコ

プ〈

4ゴ

一;>'， 

院珂

よ'"

軍
人

-t:: 

一一宮

当
然
収
入
が
支
出
よ
り
多
〈
な
り
、
こ
の
差
が
先
ぎ
に
み
た
資
金
形
成
と
な
っ
た
訳
で
あ

た
事
は
事
実
で
あ
る
。

る
。
農
産
物
勝
賞
其
他
に
よ
る
名
目
的
な
も
の
に
し
ろ
出
村
の
収
入
は
上
昇
-
途
を
辿
っ
て
ゐ

同

生
活
水
準
の
向
上

今
迄
見
た
雌
村
資
金
の
増
大
、

収
入
の
増
加
は
必
然
的
に
品
民
の
生
活
水
準
を
向
上

さ
せ

た
。
而
も
都
会
生
活
者
と
比
較
す
る
時
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
支
出
の
表
を
見
れ
ば
判
明
す



る
如
〈
家
計
貨
が
最
大
の
支
出
の
要
自
に
な
っ
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
今
こ
れ
を
自
給
部
分
と
附
入
J

部
分
に
分
け
て
生
活
費
の
内
の
自
給
部
分
に
つ
い
て
は
農
林
生
産
物
側
格
指
数
を
、
購
入
部
分

第

九

表

昭

和

家

計

質

問
、七
O
五
(
一
O
O
〉

五
二
八
六
一(一

一一五〉

七
二
八
七
三
五
三
)

七、
六
五

一
(
一
六
三
〉

七
、
九
八
三
(
一
七
O
〉

八
、
五
九
二
(
一
八
三
)

九
、
七
三
八
(
二
O
七
〉

十十十十十十十

四

年年年年年年年

五
_，_ ノ、七JI、九

自
給
部
分

一
、八
λ
二

ご
、
=
一
四
四

二
、
八
七
五

三、
O
六
O

=一
二

九
三

三
、
四
三
七

三
、
八
九
五

数
一O
O

--一
六
・一一一

一五
0
・
八

指一
四
八
・
λ

一
五
三
二

一
六
一

・一二

一
八

一
・六

こ
れ
に
よ
れ
ば
農
家
の
生
活
は
実
質
的
に
は
殆
ん
ど
変
化
が
な
い
様
に
思
へ
る
。
こ
の
間
国

民
の
生
活
水
準
は
極
度
に
低
下
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
相
対
的
に
農
民
の
生
活
水
準
が
上
っ

た
事
は
事
実
で
あ
る
。

即
ち
イ
シ
フ
レ
l

シ
ヨ
ン
の
進
展
と
同
時
に
工
業
の
縮
小
再
生
産
に
よ
る
物
資
不
足
は
轄
し

く
圃
民
所
得
の
突
質
制
他
は
甚
だ
し
い
減
少
を
来
し
て
居
り
一
人
当
所
得
は
最
高
昭
和
十
六
年

の
二
百
四
十
六
円
か
ら
二
十
二
年
四
月
に
は
実
に
七
十
六
円、と
低
下
し
て
ゐ
る。

こ
れ
に
対
し

て
農
民
の
生
活
程
度
が
殆
ん
ど
無
変
化
で
あ
る
の
は一

般
国
民
の
中
で
非
常
に
よ
い
事
を
物
語

る
も
の
で
あ
る
(
第
十
表
(
註
〉
凹
参
照
)
。
国
民
所
縄
問
修
圧
値
、
一
人
当
所
得
を
左
表
に
示

せ
ば
次
の
知
し
(
第
十
表
〉
。

第
十
表

民

所

j号

匡|

国
民
所
得

岡
修
正
値

昭
和

百
万
円

二一、
五O一一一

百
万
円

九、

O
一
四

&f三五F-

一一

、
六
三
七

八
、
八
四

年
・

一
て
四
三
回

八
、
六
六

四

一
て
五

-o

八
、
九
五
O

年イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

下
の

山
村

内
地
人
口

千
人

六
-
O、五
二
一

占ハ一

、
一一一一ムハ

六一一
、一

ご

六
二
、
九
三
八

一
人
当
所
得

四
八円

一
四
阿

一三
九
凶

に
つ
い
て
は
成
家
家
計
用
品
側
格
指
数
を
用
ひ
て
補
正
し
て
み
れ
ば
左
の
如
し
。

補

正

額

て
八
八
二

て
八
五
六

て
九
O
六

二
、
O
五
六

二
、
O
八
六

二
、
一一一一

一

二
、
一
四
五

昭
和
五六

A
叫
.

年

七

年
八

年

九

年一O
年
二
年
一
二
年

一一-
一年

一
阿
年

-
五
年

}
六
年

-
七
年

て
八
年
し
Z

4
川
血
叶.

-一O年
平
均

購
入
部
分

二
、八
二
三

一二
、
五
一
七

四、
一一一
一一一

回、
五
九
一

問、
七
九
O

玉
、
一
五
五

五
、
八
四
三

指二
二

・五

一
五
八
・五

一
六
七
・一一一

て
八
一

・
o

ご
O
=
一
・三

二
四
六
・四

一
O
、
六
三
六

八
、
七
一
六

一
O
、
七
三
一
二

一
て
九
二
九

一
三
、O
八
二

一
四
、五
三
二

一
六
、
一
八
八

一
九
、
四
一
四

二
三
、
ニ
O
七

二
八
、一二五
八

三
二
、
O七
二

二
九
、
四
四
八

四
七
、
七
七
一

五
三
、O
一
一
王

五
λ
、九
六
三

九
O
、0
0
0

数
一0
0

補

正

額

二
、八
二
三

二
、
八
九
五

三
、七一

一一

二
、七
四
四

二
、六
四
六

二
、
五
三
六

二
、三
七

一

一
O
、O

O
五

九
、
六
五
二

一
て
=一
五
七

一一

、回

O
阿

一
二
、
五
七
八

一
三
、
四二
一O

一
問、
O
七
六

一四、
三
七

O

一
六
二
六
O

一
七
、一

四
五

一
六
、
二
八
O

一
八
二
一
八
八

一
七
、
ご
八
九

二
ハ
、
λ
0

一
回
、
λ
二
二

λ
、
八
九
二

〈
単
位
百
万
円
)

制
引

回
、
七
O
五
(
一
O
O
〉

問
、
七
五
一
(
一
O
一
)

四
、
六
三
七
(
九
七
)

四、

λ
0
0
(
一O
二
)

四
、七
三
二
(
一
O
一
)

四
、
六
六
七
(
九
九
)

四
、
五
二
ハ
(
九
七
)

六
回
、
四
五
O

六
五
、
三
六
六

六
六
、
二
九
六

六
七
、
二
三
八

六
八
、
一
九
四

六
九、
二
王
四

七
O、
二
五
八

七
一
、
二
五
二

七
二
、
こ
こ
こ

七
二
、
八
七
五

七
三
、
一一

回

七
四
二

六
七

七
五
、
一

一
四

七
六
、
四
六
四

七
三
、
四
五
六

七
て
九
九
六

画七

}
五
五

}
四
七

}
七

一

}
六
九

-
八
四
九
三

二
O
O

二

O

一

一一
二
三

二
三
五

一

一
一

二
四
六

二
一
二
O

二
一
九

ニO
一
一一一



論

説
(
そ
の
二
)

産
業

・
物
価
等

昭
和
二
一
年
平
均
三

O
O、
0
0
0

六
、
二
七
四

七

三

、
一
一
四

二
二
年
四
月

五

二
O
、
0
0
0

六
、
O
二
O

七
λ
、
二
三

六

七

六

一
、
国
民
所
得
の
昭
和
十
四
年
迄
は
内
問
統
制
局
世
間
定
、

昭
和
十
五
年
以
降
は
大
蔵
省
推
定
、
但
し
悶
和
二
十

二
年
は
同
年
度
予
算
編
成
の
資
料
と
し
て
大
路
省
の
発
表
せ
る
も
の
ハ
追
加
予
算
を
考
慮
せ
ず
〕。

-
一、
附
和
二
十
=
年
の
修
正
僚
は
同
年
四
月
に
於
け
る
失
効
価
絡
指
数
に
よ
り
検
算
す
。

豆
、
内
地
人
口
は
絞
剛
官
庁
統
計
局
発
表
の
も
の
、
但
し
昭
和
二
十
二
年
は
経
済
安
定
木
郎
推
定
と
す
。

閥
、
附
和
二
十
二
年
四
月
に
於
け
る
島
民
も
含
め
て
一
人
当
所
得
七
十
六
円
と
云
ふ
も
の
は
、

附
和
五
l
九
年

の
阿
倍
備
に
て
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
時
の
米
価
石
当
り
三
十
円
依
と
す
れ
ば
、

】
人

-h中
関
に

約

一
石
米
を
食
ふ
の
で
大
体
主
食
"
が
五

O
U泌
を
占
め
て
ゐ
る
宮市
に
な
り
昭
和
十
六
年
の
ご
盲
目
十
八
円
の

時
は
一

O
%少
し
の
比
震
で
あ
る
本
を
考
へ
れ
ば
z
y
ゲ
ル
の
法
則
よ
り
考
へ
て
も

一
般
掛川崎日
者
の
生
活
が

如
何
に
悲
惨
か
容
易
に
判
明
し
よ
う
。

/ 第
十
一
表
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米
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効
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間
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二
十

一
年

七

月
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四

日
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日
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円
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日
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日

十
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月
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日
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二
月
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日
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月

十
五

日

十
二
月

十

六

日

l
十
二
月
二
十
九
日

二
十
=
年

・
十
一一
月

三
十

日

l
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月

十

二

日

月

七

月

二

十

日

四

価
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二
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久
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七
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五
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玉
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五

一
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九

四
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八

六
・
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一一
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八
一一一

λ
・七
O

一・六
O
一
0
・七

0

7
六
O

一
一
・
五
一

一-A
ハ
O

ご
了
0
0

八
五

定

量

金

額

円て
O
五

0
・
工
ハ

0
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五

0
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一
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五

ニ
ニ
-一
八

-Lu
-
-uapJ 

a守ノ
‘
a吋
ノ
t
4
t

一
六
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O
九
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回

四

了
四
三

附
三
ニ

九

】¥

更
に
生
活
費
の
内
自
給
部
分
が
増
加
し
、
購
入
部
分
が
減
少
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
農
民
が
食

生
活
以
外
は
都
会
人
同
様
低
下
し
た
が
食
生
活
で
は
芦
沢
に
な
っ
た
事
を
物
語
っ

て
ゐ
る。

敗

戦
後
の
食
糧
の
絶
対
不
足
の
現
状
に
於
て
は
食
糧
を
自
給
す
る
農
民
は
都
市
生
活
者
よ
り
食
生

活
に
於
て
は
造
に
向
上
し
て
ゐ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
主
食
の
闇
買
ひ
の
な
い
率
、
そ
し
て
今

迄
麦
飯
を
食
っ
て
ゐ
た
彼
等
が
当
然
の
事
と
は
云
へ
白
米
を
食
べ
て
ゐ
る
事
実
は
往
時
に
比
し

て
彼
等
の
生
活
水
部
は
如
何
に
向
上
し
て
ゐ
る
か
、
そ
れ
の
み
で
も
判
明
し
よ
う
。
特
に
都
会

生
活
者
に
比
す
る
時
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
試
み
に
都
市
生
活
者
の
主
食
(
白
米
)
の
実
効
価
柿

調
査
を
み
れ
ば
そ
の
主
食
の
聞
の
為
に
如
何
に
多
〈
の
金
額
が
支
払
は
れ
ざ
る
を
得
な
い
か
明

瞭
で
あ
る
。
(締
十
一
表
参
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・
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一

七
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七
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七
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一
}
五
・
O
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九
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三

八
四
・
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六

七

一
・五
七

八
九
・五
O

一
二

一・三
七

二一一
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・五

・
;
八
九
・六



=
了
六
O

一ニ
・六
O

=
一・六
O

=一
・六
O

三
・六
O

一一一
・六
O

二
一・六
O

一-一二
ハ
O

月

三
・六
O

五

月

十

九

日

|
六

月

一子
六
O

七
・七
九

六

月

=

日

六

月

十

五

日

三

・六
O

一
四
・ご
O

六

月

十

六

日

|

六

月

三

十

日

三

・六
O

三
・一一一

一

一一

・九
O

(
役
)

一
、
本
茨
は
白
米
だ
け
の
災
効
価
絡
を
取
っ
て
見
た
。
総
理
一
庁
統
計
局
間
消
従
者
価
持
制
査
に
よ
る
。

三
、
以
上
の
由
闘
に
み
る
如
〈
、
=
十

一
年
七
月
一
日
よ
り
十
四
日
迄
の
期
間
に
闘
民
は
公
定
で

0
・
五
三
庇
を
一
円
五
銭
、

mで
ニ

・
附
五
泌
を
百
二
十
六
円
六
十
一
品
柄
、
又
エ
十
二
年
六
月
十
六
日
よ
り

六
月
三
十
日
の
聞
に
は
公
定
で
三

・
=
二

砥

を
十
一

円
九
十
銭
、

間
で
=
7
八
九
庇
を
三
百
凶
十
九
円
、
と
い
ふ
金
繍
そ
白
米
附
入
の
為
に
払
は
ざ
る
を
仰
な
〈
な
っ
て
ゐ
る
。
如
何
に
間
依
存
度
が
多
〈
、
又
そ
の
お
に
災
大
な
支
出
を
行
は
ざ
る
を
仰
な
い
か
由
明
白
に
た
る
。

昭
和
二
十
二
年

一

月

十

三

日

|

一

一

月

二
十
七
日
|
二

月

十

日

l
二

月
二
十
凶
日
l
三

月

十

日

|
三

月
二
十
四
日

l
阻

四

七

日

目
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四
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二
十

一
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|
五

五

玉

日
l
五

月
二
十
六
日

月

九

日

月
二
十
三
日

月

九

日

月
二
十
三
日

月

六

日

月

二
十

日

四

月月

十

久

日 日日

七
二
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九
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八
・八
五

一一一
・
一
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五
・
二
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一一一. 
一一一

一
一. 
一
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・
八
三

了
七
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・
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三
・九
五

二
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二
ハ

三
二
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八
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一一
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・八
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回
三
・六
回

一
八
・七
九

一一

・五
六

回

0
・O
七

四
二
・六
一

六
・
一一一一一

免
に
角
、
戦
時
中
よ
り
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
農
村
に
与
へ
た
好
影
響
と
し
て
農
民
を
永

年
の
負
債
か
ら
開
放
し
多
額
の
預
貯
金
を
掴
ま
せ
、
都
会
人
に
比
し
て
生
活
程
度
も
向
上
し
、

戦
災
も
家
ら
ず
、
生
産
も
工
業
に
比
し
た
ら
非
常
に
優
位
に
あ
り
戦
後
の
経
済
秩
序
の
混
乱
及

び
食
砲
の
絶
対
不
足
に
よ
り
、
品
民
は
英
大
な
間
別
淵
を
得
て
ゐ
る
と
云
は
れ
る
事
で
あ
ら

う
。
勿
論
外
見
上
は
確
か
に
そ
う
見
え
る
し
又
そ
れ
が
其
突
な
場
合
も
あ
る
事
は
争
へ
ぬ
。
然

し
乍
ら
戦
時
中
よ
り
農
村
に
如
何
に
し
て
そ
の
英
大
な
資
金
が
形
成
さ
れ
て
行
っ
た
か
農
業
生

産
機
構
は
如
何
に
な
っ
て
ゐ
る
か
検
討
し
て
み
ね
ば
、
以
上
の
事
が
全
面
的
に
真
実
で
あ
る

か
、
或
は
又
資
本
の
喰
つ
ぶ
し
に
よ
る
即
ち
農
業
自
ら
を
犠
牲
に
し
た
上
に
掴
ん
だ
名
目
的
な

貨
幣
で
あ
る
の
か
判
明
せ
ぬ
で
あ
ら
う
。

三
、
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
農
村
に
与
へ
た
悪
影
響

付
現
今
我
が
図
鑑
村
の
二
つ
の
類
型
に
つ

い
て

以
上
見
て
来
た
資
金
を
検
討
す
る
前
に
戦
争
末
期
よ
り
の
臼
木
農
村
に
つ
い
て
二
一口
注
意
せ

イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
下
の
農
村
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七
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七
二一

O

久
四
・
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七

一
一
一
=
・
O
一

一一一一

・
一一
一一一

一
四
九
・九
四

一O
玉
・丸

O

一
一
三
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八
二

一
五一

一・

一
八

一一
-一0
・七一一

一
二一
一一
・五
回

二
二
三
・六
λ

二
六
六
・七
三

三
六

0
・九
O

ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
日
本
の
農
村
に
於
て
全
国
平
均
の
数
字
の
み
で
は
結
論
の
出
来
沿
い
様
な
甚

だ
困
難
な
事
情
が
内
在
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
現
在
の
日
本
の
農
村
に
於
て
は
単
作
地

帯
殊
に
米
単
作
地
帯
(
歌
回
、
新
潟
等
の
如
〈
)
と
都
会
周
辺
の
競
莱
米
作
等
を
為
す
農
村
及
び

果
樹
等
の
特
陪
物
を
有
す
る
“
砧
村
の
問
に
は
甚
だ
し
い
相
嫌
が
見
受
け
ら
れ
る
。
所
閥
単
作
地

帯
は
如
何
に
し
て
も
不
利
で
あ
り
、
供
出
を
厳
に
寅
め
ら
れ
L
ば
代
替
供
出
物
を
買
は
ね
ば
な

ら
ぬ
。
而
も
そ
の
場
合
農
業
会
よ
り
借
金
を
し
て
代
替
供
出
物
を
買
っ
て
ゐ
る
事
実
を
我
々
は

見
落
す
事
は
出
来
な
い
。
斯
る
処
は
生
産
設
備
も
戦
時
中
よ
り
の
破
損
の
趨
で
補
充
の
つ
い
て

ゐ
な
い
事
は
明
か
で
あ
る
。
又

一
方
都
会
近
郊
や
読
莱
地
帯
、
又
地
方
に
於
て
も
特
殊
生
産
物

(
例
へ
ば
林
檎、

ミ
カ
ン
等
)
の
あ
る
山崎
村
は
周
知
の
如
〈
、
相
当
な
悶
太
り
で
あ
る
。
斯
る
地

方
は
肥
料
も
闘
で
投
入
し
地
力
も
回
復
し
、
農
機
具
も
盤
へ
、
家
屋
の
手
入
れ
迄
山

来

て
ゐ

る
。
と
の
こ
つ
は
全
ぐ
巽
っ
た
扱
ひ
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
程
の
も
の
で
あ
ら
う
。
然
し
之
迄
の
所

農
村
に
関
す
る
総
て
の
数
字
は
甚
だ
し
い
相
異
の
あ
る
両
者
を
区
別
せ
ず
全
体
と
し
て
集
計
し

九



論

説

(そ

の

二
)

産
業

・
物
価
等

平
均
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
之
を
基
礎
と
し
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
は
突
は
甚
だ
危
険

な
事
と
云
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
但
し
現
在
の
所
之
を
明
確
仁
区
別
し
た
数
字
は
急
に
は
符
ら
れ

な
い
か
ら

-
応
全
国
的
な
数
字
を
使
用
す
る
が
常
に
此
の
明
か
に
興
っ
た
ご
つ
の
類
型
が
あ
る

と
い
ふ
と
と
だ
け
は
銘
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

同
戦
時
中
及
び
戦
後
の
農
村
資
金
の
実
体

前
節
に
於
て
農
村
は
英
大
な
資
金
を
摘
ん
だ
市
中
を
見
た
が
、

一
体
こ
の
資
金
は
実
質
的
に
ど

う
な
の
か
、
又
そ
れ
が
如
何
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
か
、
以
下
簡
単
に
述
べ
て
み
る
。
先
づ
第

一

に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
と
共
に
貨
幣
の
倒
植
は
下
落
す
る
。
そ
こ
で
こ
の
資
金
を
補
正

し
て
突
質
価
値
を
出
し
て
見
る
。
(
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回、穴六九
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(註
V

巾
円
品
別
価
帥
相
指
数
は
公
定
に
聞
を
勘
案
し

τ抗
出
品
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
実
質
側
値
の
明
加
は
二
倍
に
過
夕
、
な
い
。
と
の
後
の
貨
幣
価
値
の
下
落
は
よ

り
急
速
に
而
も
激
し
い
の
で
恐
ら
〈
実
質
航
値
は
グ
ツ
ト
減
少
し
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
。
二
十

一
年
九
月
の
組
合
金
融
協
会
の
訓
査
か
ら
判
断
し
て
二
十
一
年
末
に
仮
り
に
農
村
に
千
憾
の
資

金
が
あ
っ
た
と
し
て
も
実
効
価
格
指
数
は
十
一
一
年
を
一

O
Oと
す
れ
ば
二
十

一
年
末
に
於
て
は

凶
、
六
六
九
位
で
あ
る
か
ら
換
算
す
る
と
二
十

?
儲
と
な
り
附
和
十
二
年
の
一一
一分
の一

に
な
っ

て
ゐ
る
。

市
も
こ
の
預
貯
金
の
内
多
〈
は
戦
時
中
農
民
を
し
て
強
制
的
に
公
債
の
消
化
に
用
ひ
ら
れ
又

相
当
量
が
有
価
証
券
に
投
資
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
昭
和
十
九
年
に
は
農
林
中
金
の
余
裕
金
の
九

八
%
迄
が
阻
般
有
価
証
券
に
投
資
さ
れ
て
ゐ
た
。
十
九
年
、
二
十
年
、
二
十

一
年
も
九
O
%台

を
下
っ
て
ゐ
な
い
。
(
第
十
三
表
参
照
)

第
十
=
一
表
農
林
中
金
の
余
裕
金
手
持
有
価
証
券
の
推
移

昭

和

年

月

余

裕

金

有

価

証

券

銘

内

国

債

士
一・
円

七

豆、s
ot-

毘九
、七七
七
七
七
・四

五

O
J

Z
O

十
ニ
・十
一一

八七、
一八四

六
一、。
五
九
七
0
・泣

王

宮一
、
円
八六

十
五
・十
一
-
一
六
八
、
一
三
三
}
宮一o、
主
七
八
八
一
・
=一

九
路
、七人
穴

中回
・士
一

ニ泣
-、
回
五
七
コ
O
八、七九一一一八八
・0

一エ入
、()七エ

中広
・士
一

二九凶、一号凶
ニ

ニ五
九
、
九
凶
一
八
八
・三

一六-ハ、
五
七九

ヤ
穴
・↓ニ

ル四
五
、七一

一

人九八、
一-百
五
九
一
幽
・五
回
一
回一一、回
ニ咽

ヤ七
・十ニ

一、
七八凶
、一
六
回

一、
七ニ一一一
、岡八
六

九
内
・穴

八
O
凶、
0
0
八

十八・
主

百一、凶六七二

一回
=
一
、
三
九、国
一八
車

内込
・七
六
七
四
七
、
六
一忠一

十九
・十
ニ
六
、
エ
凶O
、四三七

六、
一
ニ
一
品
、
五
九
八
九
八
・
一
一一-一、(〕
口五
、
エ
すん

二
十
・十ニ

コ一、
O
七
凶
、
同
一
式
一
一
、
一七六、
(
)
O
一

九三
・
一
七
、ニ(U
凶、回一五

ニ申一・
士一

-六二
一一一o、O
ニ
四
一
五
、四
五
七、
器三
(〕

九蕊
・百

。
(
単
位
千
円
)

其
他
証
券

ん、
五
五ニ

七、
一Z
七冨
一

一一一回、七九
二

八O
、七ニ
一

九
=、
五六
二

回一晶
玉、九
一二

九
一九、凶七人

容一
-H
-
、
近七一、七
凶E
一

凶九・一

三、一

一八、
=一八一

六凶
・
六
=
吋
九
ゼ一
、以
λ

んハ

%
 

八凶
・o

人七
・九

七三・回

Jミ. 嶋、a
'

プ
凶
・
同ル
・
岡山
・七

%
 

一六
・o

一一一. 
一
二六
・六

三
人
・七
三五
・九

広()・入
部三
・百一

三七
・同
抗()
・九

=五
・回

斯
〈
の
如
く
そ
の
資
金
の
大
部
分
が
農
業
再
生
・
並
の
為
に
は
殆
ん
ど
全
く
用
ひ
ら
れ
ず
有
価

証
券
凶
般
に
当
て
ら
れ
て
ゐ
る
や
は
戦
後
、

続
中
柿
償
打
ち
切
り
に
よ
り
、
そ
の
迩
命
は
明
瞭

で
あ
ら
う
。

戦
時
制
服
打
切
に
よ
る
農
業
会
系
統
損
失
予
想
(
推
定
)

予
想

損

失

額

補

填

可

能

額

農

林

中

金

二
、
O
四
三
、二
八

五

九

主

、一

一二
一一一

県

出

業

会

て

九

三

三

、
四
七
一一
一

一

九
O
、
八
八

一

市

町

村

農

業

会

八

三

八

、

八

九

O

五
O
三
、
三
六
八

計

四

、
八
}
四
、
六
四
八
七
八
九
、
一
一八
二

〈
鉱
)
政
林
中
央
命
山
仲
間
、
G

・H
・Q
へ
従
仙
の
も
の
。

第
十
四
表

(単

位

千

円
〉

要
補
償
制

て
九
四
七
、
一
五
二

て
七
四
二
、
五
九
二

三
三
五
、
六
二
二

問、

O
二
五
、三
六
六

農
民
が
負
般
を
償
還
し
而
も
英
大
な
資
金
を
掴
ん
だ
如
く
見
え
る
が
突
は
そ
れ
は
名
目
的
な

貨
幣
の
霊
で
あ
り
実
質
的
に
は
僅
か
二
倍
程
度
で
あ
り
、
而
も
そ
れ
は
敗
戦
に
よ
る
軍
部
補
償

打
切
り
と
共
に
相
当
・
部
分
は
消
え
去
る
べ
き
述
命
の
も
の
で
あ
る
。



(三)

農
村
収
入
の
分
析

次
に
先
き
に
み
た
莫
大
な
農
村
収
入
(
前
掲
第
五
表
参
照
)
は
如
何
に
し
て
形
成
さ
れ
た
か
を

検
討
す
る
。

第
十
五
表

綜

~ 
r:t 

指

数

農

産

畜

産

水

産

林

産

〈
鉱
)

一

三
・四

〈一

O
O
)

一O
六
・
o

(

一

O
O〉

一
O
六
・六

〈
九
八
〉

一
O
四
・九

(
九
六
)

一
一
回
・六

〈
一
O
一
・八〉

一
O
一
・四

(
九
六
〉

一

三
・
八

(

一

O
六
)

一
四
年

}
O七
・九

(九
九
)

一

四
・
0

2

0六
)

一
一
八
・八

(一

O
二
・五
)

阻
・四

(

一

O
八
)

二
二
五
・九

(
一
一
八
)

第

J~ ノ、

表

又
こ
の
農
業
収
入
の
数
字
を
農
林
生
産
物
価
絡
指
数
(
全
国
農
業
会
訓
〉
に
よ
っ
て
補
正
し

イ'
農

収

入

業

物

耐
仙

指

数

柿

金

制

正

昭
和
二
一
年

三
、
九
六
八

(

一

O
O
)

一0
0
・0

三
、
九
六
八

三
O
O)

一
一一一年

四
二
二

五

〈一

O
四〉

一O
λ
・九

一、
七
九
二

(九
六
)

一
四
年

六
、
O
五

O

C
-
-
ニ)

一一一
一七
・五

回、問
。
。

(
一
一

一
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
農
業
収
入
は
十
二
年
を

一
O
Oと
し
て
十
九
年
に
は
八
九
と
相
当
な
減
少

を
示
し
て
ゐ
る
。

即
ち
実
質
価
値
で
云
へ
ば
増
大
処
か
減
少
し
て
ゐ
る
事
に
な
る
。
尤
も
先

き
に
指
摘
し
た
如
く
こ
の
収
入
が
名
目
的
に
は
実
際
に
比
し
過
小
で
あ
る
と
し
て
も
余
程
増

加
せ
ね
ば
実
質
的
に
増
大
す
る
処
ま
で
は
行
く
ま
い
。

制

労

賃

収
入
の
増
大

イ

ン
ソ
レ

l

シ
ヨ
ン
下
の
農
村

付)

農
産
物
価
絡
の
蹄
貨
に
よ
る
。

農
業
収
入
の
増
加
は
全
く
農
産
物
の
制
柏
の
鵬
買
に
も
と
ず
〈
も
の
で
、
生
産
量
は
十
六

年
頃
よ
り
急
激
に
減
退
し
て
ゐ
る
。
(
第
十
五
表
参
照
〉

一
五
年

一
六
年

間
和
八

l
一
O
年
基
準
と
し
た
修
正
農
林
水
産
生
産
指
数

昭

和

一

二

年

一

一-一年

一O
九
・λ

2
0
0
)
 

一
O
八
・九

(

一

O
O
)

一
一
・六
・一一
一

(

一

O
O
)

て

ご
十
二
年
八
月
の
修
正
指
数
で
あ
る
。

二
、
農
ー
紙
、
務
産
、
の
前
生
出
胞
は
こ
れ
で
日比る
蜘
〈
十
六
年
以
鈴
忽
訟
に
低
下
し
て
ゐ
る
。
水
版
、
品仲開血が柑
府
政
迄
相
当
聡
皮
の
生
出
m
を
掛
川仙吋
し
て
忠
た
為
抽
柿
合
指
数
の
知
F
納
瓜
が
得
ら
れ
る
。

=
一、
ぬ
泌
物
は
会
〈
師
山
崎
柏
総
武
に
よ
り
て
収
入
が
羽
大
し
た
取
は
こ
の
生
産
指
紋
に
よ
っ
て
も
明
阪
で
あ
ら
う
。 一-

0
・4

2

0
一〉

一
O
三
・
一

(九
四
)

一
O
六
・九

〈
九
八
)

九
一一一
・
四

〈
八
六
)

一

一
・
四

(

一

O
七
)

一
O
了
一

(
八
九
)

一
O
一・

o

(
九
六
〉

一
一
一
七
・O

三
二

O
)

一
四
七
・
ニ

こ
=七〉

一
七

0
・
二

〈
一
四
六
)

一
七
年

一
O
凶
・
一

〈
九
五
)

九
八
・四

(九
O
)

八

0
・
一

〈七

一
)

一一
一一
0
・四

ハ
一

一一一
一)

一
一
一九
・七

三
一

O
)

て
み
る
と
次
の
如
く
な
る
。

一
五
年

六
、
三

一
五

二
五
九
)

一
六
四
・

一、
八
四
六

(
九
七
)

一
六
年

五
、
六
五
七

(
一
凶
ニ
)

六
二
・

o

一
、
四
九

O

(
八
八
)

一
八
年

九
八
・七

(九
一

)

九
三
・三

(λ
五〉

七
六
・
二

(
六
七
)

一

四

・五

(

一

O
八〉

一
三
二
・五

(
一
一
一
一
)

七
年

六
、
=
一四
六

(
一
五
五
〉

一
六
六
・七

、
七
四

O

〈
九
四
〉

一
九
年

八
八
・
O

〈

λ
O
)

八
二
・凶

(
七
六
)

三
七
・七

(一三

一・
五
)

九

一
・五

(八
六〉

一一一八
・
0

(一
一O〉(単

位

一
八
年

六
、
六
一一一『八

三
六
七
)

一
七
五
・七

=一
、
七
八

O

(九
五
)

二

O
年

占ハ
一
・一一一

(
宜
六
〉

五
八
・
ニ

(五一
二
)

一二
・一

(
一
九
二
ハ
)

六
五
・
二

(ムハ

一
一〉

九
・六

(八
・一ご
〉

百
万
円
)
-
九
年

七、

O
一
五

(
一
七
七
〉

一
九
七
・
八

三
、
五
四
O

(
八
九
)

収
入
の
項
で
労
賃
収
入
の
増
加
が
非
常
に
著
し
い
事
が
自
に
つ
〈
、
市
も
昭
和
十
六
年
以

降
は
農
業
収
入
よ
り
多
く
な
り
、
農
村
最
大
の
収
入
源
と
な
っ
て
ゐ
る
。
莫
大
な
農
村
資
金

は
こ
の
労
賃
収
入
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
と
み
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

と
の
他
の
収
入
は

き
し
て
重
要
で
な
い
。

然
し
な
が
ら
こ
の
多
大
の
労
賃
収
入
は
労
貨
の
上
回
升
の
放
で
は
な
〈
、
労
働
の
噌
加
に
韮



論

説
(
そ
の
こ
)

産
業

・
物
価
等

〈
方
が
大
会
い
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
例
へ
ば
戦
時
中
の
職
工
農
家
(
戸
主
で
な
〈
と

も
、
家
族
構
成
員
中
の
何
人
か
が
職
工
で
あ
る
農
家
は
明
か
に
職
工
農
と
は
表
現
さ
れ
ぬ
が

そ
の
数
は
非
常
に
多
〈
、
働
き
手
の
る
る
農
家
は
殆
ん
ど
総
て
と
の
範
時
に
入
っ
た
と
見
る

べ
き
で
あ
る
)
の
増
加
を
含
む
兼
業
農
家
の
増
加
は
昭
和
十
二
年
総
農
家
戸
数
に
対
し
て
二

五
銘
か
ら
十
六
年
に
は
五
八
%
に
、
更
に
十
八
年
に
は
六
五
町
み
に
な
っ
て
ゐ
る
。
戦
局
が
悪

F

化
す
る
に
従
ひ
工
場
疎
開
は
甚
だ
し
く
、
全
国
民
村
よ
り
殆
ん
ど
自
転
車
通
勤
可
能
の
範
囲

に
工
場
が
散
在
し
前
述
の
様
な
職
工
出
家
の
増
加
は
突
に
著
し
か
っ
た
。
斯
〈
の
如
〈
完
全

離
村
を
行
は
な
い
で
職
工
農
家
の
形
で
労
賃
を
稼
い
だ
事
は
そ
の
労
賃
が
都
会
出
身
の
労
働

者
の
労
賃
よ
り
も
遥
に
低
ぐ
、
飯
米
程
度
の
農
耕
を
続
け
ね
ば
生
活
出
来
ず
当
然
労
働
力
の

再
生
産
費
は
大
部
分
農
業
の
負
担
と
な
ら
ざ
る
を
符
な
か
っ
た
如
き
荘
肢
の
収
入
で
あ
っ

た
。
明
か
に
農
村
を
搾
取
し
て
ゐ
た
事
に
な
ら
う
。
そ
こ
で
労
賃
に
よ
る
資
金
の
形
成
は
労

賃
が
労
働
力
の
価
値
を
は
る
か
に
上
廻
る
高
賃
銀
の
依
で
は
な
く
、
逆
に
低
賃
銀
の
故
で
あ

っ
た
と
見
ね
ば
な
る
ま
い
。
従
っ
て
斯
様
な
労
賃
で
資
金
が
形
成
さ
れ
た
反
一仰
に
は
当
然
労

働
力
の
莫
大
な
流
出
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
と
の
事
は
農
業
生
産
力
の
低
下
と
縮
小
再
生

第

七

喜美

イー

昭
和

一
二
年

一
三
年

一
四
年

有E

三
九
(
-九玄)

金

ニ()(
一口())

-
穴

(

八

O
)

軍
事
扶
助
計金助

ノ¥

:m: 
恩
給

一六
七(一塁
。)

一九
(〕(-
四八)

-一-
五
(
}
芸
品
)

一ニ八(
一O
O
〉

一幽八
(一
0
0
〉

一入三(一
エ
回)

斯
く
の
如
〈
、
補
助
金
は
事
変
当
初
は
僅
か
で
る
っ
た
が
、
事
変
進
展
と
共
に
食
糧
問
題
が

次
第
に
急
迫
し
て
来
る
に
従
っ
て
急
激
に
増
大
し
て
来
て
ゐ
る
。
こ
の
傾
向
は
終
戦
後
の
食
糧

事
情
に
よ
り
愈
々
激
し
く
な
り
、

二
十

一
年
度
に
於
て
は
米
の
仰
格
差
柿
給
金
の
み
で
六
十
三

憶
に
上
っ
て
ゐ
る
様
な
始
末
で
あ
る
。

以
上
農
村
資
金
を
形
成
し
た
収
入
の
而
を
検
討
し
て
み
た
が
、
農
業
収
入
の
噌
加
は
戦
時
中

の
縮
小
再
生
産
と
資
本
の
喰
ひ
つ
ぶ
し
に
よ
る
生
産
の
非
常
な
低
下
に
も
拘
ら
ず
、
出
産
物
の

高
騰
に
よ
る
も
の
で
あ
り
実
質
価
値
は
相
当
に
減
少
し
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
名
目
的
な
農
村
資
金

， 
} 

産
に
愈
々
拍
車
を
か
け
た
の
は
必
然
で
あ
る
。
農
業
収
入
の
最
大
部
分
で
あ
る
労
賃
収
入
は

云
ひ
か
へ
れ
ば
農
村
資
金
の
殆
ん
ど
全
部
は
全
く
農
業
の
荒
廃
と
云
ふ
大
き
な
犠
牲
を
支
払

ひ
な
が
ら
形
成
さ
れ
た
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
も
戦
後
に
於
て
は
斯
る
労
賃
収
入

は
殆
ん
ど
な
く
な
っ
た
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
終
戦
後
兼
業
農
家
の
激
減
し
た
事
に

よ
っ
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迷
し
て
ゐ
る
。

第
五
表
に
あ
る
政
府
資
金
の
内
訳
を
み
れ
ば
次
の
如
〈
に
な
る
。

一
五
年

一
六
年

三ニO
(
一、問
。。)

一
七
年

百一玄
O
(

一、
七E
O
)

(
単
位

一
八
年

九九()(閥
、
九五())

百
万
円
)
一
九
年

一、o
z
-(託、
-采
(〕)

九
-
(
削

Z
Z
)

三
ニ
(
一
穴
穴
)

Z
O
五(ニ
O
Z
)

-一六六(

五
人
穴
〈

一一三人〉
岡四ニ〉

三
回
エ
(

一、
}一一一一三(

-}六七〉

九
(
)
O〉

回
=
九
(
三
-
霊
〉

-、岡山
】九(
一、
0
0
0
)

エO
八
)

=5
凶

(

三九六
)

六
豆
凶
(

は
農
業
外
の
労
賃
収
入
と
政
府
の
交
附
金
に
於
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
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の
喰
ひ

つ
ぶ
し
と
農
業
の
荒
廃
と
-五
ふ
大
き
な
生
産
機
構
の
犠
牲
に
応
じ
形
成
さ
れ
た
も
の
と
見
る
べ

き
で
あ
ら
う
。

(四)

農
業
経
営
費
の
減
少
、
掠
奪
山
田
法
の
強
行
(
農
村
支
出
の
表
第
八
表
参
照
)

農
村
支
出
の
項
目
の
中
に
て
、
先
づ
第
一
に
注
目
す
べ
き
は
農
業
経
営
費
は
十
四
、

五
年
頃

を
境
、
と
し
て
価
格
変
動
を
補
正
し
な
い
其
僚
の
数
字
で
き
へ
減
少
し
て
ゐ
る
。
而
も
こ
れ
を
農

業
用
品
価
格
指
数
で
補
正
し
て
み
れ
ば
次
の
如
〈
な
る
。
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ル
十政
資
材
の
欠
乏
は
非
常
な
も
の
で
あ
り
、
而
も
品
業
生
産
の
減
少
が
余

り
目
立
た
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
生
産
が
地
力
、
山
田
具
、
家
畜
等
を
掠
栴
神
的
に
消
耗
す
る
事
に

よ
っ
て
行
は
れ
て
来
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
尚
家
畜
顕
数
農
地
面
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変
動
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二
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乱
は
農
業
生
・
性
に
於
て
も
聞
に
よ
る
生
・
虻
消
貨
に
対
す
る
依
存
度
が
少

か
ら
ず
、
そ
の
聞
に
よ
る
物
交
そ
の
他
に
よ
り
生
産
資
材
等
を
純
ら
る
L
農
村
農
家

(
都
会
近

郊
蹴
菜
、
果
制
等
の
地
椛
)
と
全
然
左
様
な
前
中
が
山
来
な
い
農
村
山
出
家
(
米
単
作
地
帯
)
と
に
ハ

数

一、九六七、
ニ一
川一

一-、
O

式附、一
E

一九一品

-、一六七、凶五人

一、一八九、
五
五(〕

ニ、-八八、七凶ニ

-、一
-一六、
一↑克
O

一一、出
()
O
、。
一一
一

ニ、凶
ニ
刷、六一ハニ

一、一
5官
、八
O

九

-、-一一号品、O
凶凶

一、一
ニO
、九
三九

-、
O
八五、八八一

、官一一入、七凶・
4

良
共
の
生
・
並
に
も
表
は
さ
れ
て
ゐ



ツ
キ
リ
分
れ
て
ゐ
る
事
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
戦
後
も
依
然
戦
時
末
期
に
於
け
る
如

き
掠
奪
生
産
を
続
行
し
て
ゐ
る
地
方
と
然
ら
ず
し
て
悶
に
よ
り
此
等
を
補
っ
て
余
り
あ
る
地
方

が
明
確
に
分
れ
て
ゐ
る
。

然
し
総
体
と
し
て
み
る
な
ら
今
迄
み
た
如
〈
戦
時
中
よ
り
生
産
資
材
の
供
給
な
く
経
営
費
は

減
少
一
途
を
辿
り
、
農
業
生
産
は
全
く
の
掠
奪
農
法
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
が
判
明
し

ト
4
A

ノ。
同
農
業
所
得
の
分
析

次
に
農
業
収
入
か
ら
農
業
経
営
費
を
差
引
い
て
純
粋
の
農
業
所
得
を
出
し
こ
れ
と
・
援
計
貨
を

比
較
し
て
み
る
。

第

二

十

三

表

〈
単
位

所陸

品
業
所
得

+
補
助
金

得業

家
計
資

ω
抽
出
引
間

(2) 

(1) 

昭
和
十
三
年

凶
、
七
(
〕
嵐

百一九
.。
%

ニ、
λ
λ
思

-一
、
入
穴
九

付

一

、

八
雲

十
四
年

十
五
年

十
六
年

園
、
-一六
九

五
、
八
六
一

付
}
、
克
一
一

エ
セ
・
-一

凶
、
=
δ
λ

パ
門

}一
、
岡
大
ニ

回
、
五
回
一品

七
、
一
凡
七

三
六
・
八

回
、
六
三
穴

ハ
円
=
一
、
七
六
九

四
九
・
百
一

凶
、
回
+ハ凡

ヨ
一
、
入
八
ニ

七、
武
豆
一

十
七
年

付
可
一
、
回
O
ニ

四
ニ
・
六

五
、
三一一
E

豆

回
、
五
八

七
、
九
人
一一一

十
八
年

=rA・回

穴、一品一-一回

豆、

=o-一

ω
=
一
、
=一九
O

八
、
一
品
九
エ

十
九
年

ハ
門

百一、七
七
三

七
、
四
四
四

五
、
九
六
五

九
、
七
一一-一八

一一一八
・
七

百
万
円
)

家
計
貨
と

の
善
引

付

-

、
八一
一。

付

一
、
蓋

八

付

ニ

、
歪
一

付

弓

一

八

=一

付

ニ
、
盲
人

付

一一、
O
五
八

付

ニ、
ニ
九
同

-
こ
れ
に
よ
れ
ば
操
業
所
得
は
家
計
費
を
補
ふ
事
も
不
可
能
で
三
l
五
割
位
の
赤
字
を
出
し
て

ゐ
る
事
に
な
る
。
燃
し
先
き
に
述
べ
た
如
く
、
農
業
収
入
が
過
小
に
見
積
ら
れ
て
居
り
従
っ
て

所
得
も
同
様
過
小
で
あ
る
か
ら
実
際
は
之
抑
制
大
主
な
赤
字
が
出
る
と
は
考
へ
ら
れ
ず
恐
ら
く

て
二
割
の
赤
字
と
見
る
の
が
妥
当
で
お
ら
う
。
然
し
兎
に
角
純
粋
の
農
業
所
得
は
意
外
に
少

〈
白
紙
計
費
と
比
較
し
た
場
合
に
は
赤
字
が
出
る
程
度
の
も
の
で
あ
る
事
は
事
実
で
あ
ら
う
。
我

が
国
の
様
な
過
小
品
に
於
て
は
所
得
は
生
隠
者
に
そ
の
労
賃
部
分
を
支
払
ふ
に
過
ぎ
な
い
事
は

当
然
の
事
で
あ
る
が
、
そ
の
労
賃
す
ら
価
他
通
り
に
文
払
れ
て
ゐ
る
や
否
や
疑
問
で
あ
る
。
そ

イ
シ
フ
レ

l

シ
ヨ
ン

下
の

農

村

こ
で
補
助
金
に
よ
り
埋
め
合
せ
を
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
が
補
助
金
を
加
へ
て
み
て
も
尚
家
計
費
を

カ
パ

1
出
来
る
か
否
か
不
明
で
あ
る
(
と
の
表
で
は
出
来
な
い
数
字
が
出
て
ゐ
る
。
)
こ
れ
は
戦

後
に
於
て
も
変
り
な
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
、
数
字
が
な
い
の
で
正
確
に
摘
む
こ
と
は
出
来
な

ぃ
。
農
民
は
資
金
の
表
で
み
た
如
く
金
持
ち
に
な
り
な
が
ら
而
も
政
府
の
莫
大
な
財
政
支
山
を

一
受
け
な
が
ら
尚
そ
の
生
産
性
を
高
め
得
な
い
我
が
国
過
小
農
業
の
矛
盾
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
で

あ
ら
う
。

図
、
戦
後
に
於
け
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
悪
化
と
農
村

戦
後
の
イ
ン
フ
レ
は
愈
々
悪
化
し
経
済
は
乱
脈
と
な
っ
た
。
或
る
出
村
は
愈
々
紙
幣
を
把
み

又
成
る
農
村
は
愈
々
ミ
ゼ
ラ
プ
ル
に
な
っ
て
来
た
。
が
兎
も
角
全
体
と
し
て
み
れ
ば
前
述
の
嫌

に
名
目
的
に
英
大
な
資
金
が
入
っ
た
事
は
事
実
で
あ
る
。
耐
し
て
此
等
の
資
金
が
積
概
的
に
品

業
再
生
産
の
為
に
機
能
合
果
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
が
終
戦
後
未
だ
そ
う
だ
と
は
恩
へ
な

い
。
而
も
こ
の
資
金
が
積
極
的
に
資
本
と
し
て
働
〈
為
に
は
少
〈
と
も
、
川
先
一づ
生
産
資
材
が

工
業
の
回
復
に
よ
り
充
分
に
生
産
さ
れ
供
給
さ
れ
て
資
金
が
生
産
資
本
に
転
化
可
能

で
あ
る

事、

M
W
次
に
こ
の
場
合
に
斯
る
資
金
の
資
本
へ
の
転
化
が
農
民
に
有
刺
な
価
枯
関
係
に
於
て
行

は
れ
得
る
事
、
こ
の
二
つ
が
必
要
に
し
て
充
分
な
条
件
で
あ
る
。

先
づ
第

一
の
点
は
、
先
述
の
通
り
工
業
は
終
戦
後
二
ヶ
年
を
経
た
今
日
に
於
て
も
イ
ン
フ
レ

の
進
展
と
逆
比
例
し
て
未
だ
回
復
せ
ず
生
産
指
数
は
依
然
と
し
て
三

O
%位
の
処
を
横
這
ひ
し

て
ゐ
る
状
態
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
農
業
の
生
産
資
材
(
肥
料
、
山
田
具
、
作
業
衣
等
〉
の
供
給
は
第

工
業
の
縮
小
化
(
イ
ン
フ
レ
が
激
し
く
な
仇
ば

そ
れ
だ
け
縮
小
す
る
〉
は
益
々
こ
の
傾
向
を
強
め
る
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
イ
ン
フ
レ
の
激
化
は

十
九
表
に
も
あ
る
如
〈
甚
だ
不
充
分
で
あ
り
、

操
業
を
そ
れ
だ
け
掠
奪
生
産
化
す
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
名
同
的
な
農
業
所

相
何
は
蝋
加
す
る
事
は
必
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
〈
ひ
つ
ぶ
し
た
資
本
の
強
骸
な
の
で
あ
る
故
此

等
の
資
金
は
生
産
的
で
は
な
く
、
又
現
今
の
状
態
に
て
は
生
-W的
に
は
な
り
栂
な

い
事

に

な

る
次
に
第
ご
の
峰
雄
物
価
椅
と
農
業
用
生
産
資
材
の
価
格
関
係
で
あ
る
が
全
国
品
議
会
開
脊
に

よ
り
昭
和
十
二
年
以
降
に
於
け
る
両
者
の
関
係
を
示
せ
ば
汝
の
如
〈
な
る
。

五



昭
和
一
二
年
を

一
O
Oと
せ
る
価
格
指
数
(
農
家
庭
先
価
格
)

附

和

一

二

年

一

一一
一年

平

均

長

一0
0
一O
O
一O
O

論

説
(
そ
の
こ
)

第
一
一
十
四
表

居室苦

計業林

生
用
産

Es 物

家農

仁3
r:lU 

用

産
業

・
物
価
等

一
四
年

一
O
入
・九

一
一
六
・
λ

一一一

0
・。

一
一一
一七
・五

一
三
八
・五

一
間
五
・
λ

即
ち
十
九
年
に
於
て
出
産
物
一
九
七

・
八
に
刻
し
て
操
業
用
品
の
こ

O
一
・
四
・
誠
計
朋
品
二

九
五

・
七
と
シ
エ
l
レ
は
相
当
大
で
あ
る
。
本
茨
に
於
て
は
十
九
年
迄
で
終
戦
後
の
数
字
は
山

て
ゐ
な
い
が
、
敗
戦
に
よ
り
工
業
は
徹
底
的
に
破
峨
せ
ら
れ
、
そ
の
生
産
は
戦
前
の
二
割
か
ら

三
削
台
を
山
で
ず
、
現
主
に
到
っ
て
も
尚
そ
の
秘
肢
で
比
政
は
梢
パ
イ
に
な
っ
て
了
っ
て
ゐ

る。

一
方
出
業
生
・
艇
は
戦
災
も
技
ら
ず
そ
の
生
雌
機
桝
の
恕
条
件
に
も
拘
ら
ず
、
天
候
に
忠
ま

れ
、
又
農
民
の
努
力
に
よ
り
戦
前
の
六
、
七
制
見
当
は
純
持
し
て
ゐ
る
〈
二
十
年
は
例
外
的
に

五
削
程
度
に
低
下
し
た
が
)
。
そ
こ
で
敗
戦
後
に
於
て
は
シ
エ
l
レ
が
出
る
の
は
当
然
の
事
と

云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
終
戦
後
の
物
倒
閥
係
を
み
て
み
る
と
、
二
十

-
年
三
月
の
新
公
定

仙
絡
は
十
三
年
を
一

O
Oと
し
て
州民
政
物
一

、

O
一
-
一
九
、
農
業

mMm一
、
八
二
五
、
家
計
用
品

て
二
七
九
と
な
る
。
間
側
絡
の
方
は
企
凶
刷
版
業
会
の
訓
査
な
些
と
し
て
み
る
と
、
三
十
一
年

三
月
に
於
て
は
農
産
物
は
九
、
七
四

O
、
農
業
川
資
材
九
、
九
八

O
、
家
計
用
品
は
一
七
、

三

O
Oと
云
ふ
指
数
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
を
例
へ
ば
農
家
が
、
そ
の
山
一
肱
・
単
物
の
八
割
を
公
定
で
販

第

二

十

宜

表

米

(

粧

米

)

農

産

物

綜

合

指

数

(ニ
O
品
目
〉

硫

安

操
業
資
材
綜
合
指
数

〈二

O
品
目
)

ト
八
年

長

一
五
年

ノ
ノ

一
六
年

長

一
六
四
・

六一一
・
0

・k

、J-
K

J
f
k
e/
 

0
0・七

一
月
八
六
・凶

一
九
0
・ニ

一
七
年

一
六
六
・七

一
七
五
・七

一
六

一
八
年

一
九
年

八
九
・四

二

七
・二

一
九
四
・凹

九
七
・八

一O
一
・四

一
九
五
・七

売
し
、
二
訓
を
聞
で
売
り
又
農
業
用
品
家
計
用
品
を
三
割
を
公
定
で
七
割
を
閣
で
貿
ふ
と
す
れ

ば
践
・
肱
物
は
二
、
七
七
五
、
品
業
用
資
材
は
七
、
五
四
二
、
家
計
用
品
は
一
二
、
一
八
三
と
な

り
シ
エ
l

レ
は
突
に
大
‘
容
〈
山
て
来
る
。

(
位
)
「
付
此
処
に
挙
げ
た
指
数
社
間
和
十
二
年
を
一

O
O
と
し
た
出
・
誕
庇
先
制
柿
の
桁
数

と
十
七
年
宣

一
O
Oと
し
た
附
物
価
指
数
〈
両
者
共
全
凶
品
業
会
制
〉
の
両
者
を
と
り
、

十
七
年
頃
迄
は
聞
は
殆
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
十
七
年
以
降
の
附
指
数
を

一
年
ズ
ラ
シ
テ
十
三
年
規
制
中
の
指
数
に
辿
繋
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
多
少
問
題
た
ら
ざ

る
を
特
な
い
。

ω又
こ
の
削
指
数
は
二
十
品
目
の
単
純
算
術
平
均
で
あ
る
耶
に
よ
っ
て

も
問
題
は
あ
る
訳
で
あ
る
。
」

次
に
出
家
に
最
も
附
係
の
探
い
物
資
即
ち
農
産
物
で
は
米
、
資
材
で
は
硫
安
、
家
引
用
印
刷
で

は
塩
の
間
伽
絡
に
つ
い
て
み
る
。
こ
れ
は
十
七
年
を
一

O
Oと
し
た
も
の
で
あ
る
。

L
l
h
L
F
r
 

-

mlJ
'
'

ー

A
r
 

二
十
年

三
、
六

O
凶

-一
、一

一一一
一一

(
豆
、
五
一
七
)

問
、
五
二
一一一

二
、
O
五
八

(一-一、
一一=一一一
一一
)

-
豆
、
七
八
五

凶
、
凹

O
九

(
八
、
一
五
六
)
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da
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(
一、

一
四
五
)

て
O
一
二

七
二
九

三

、
一
八
O
)

三
、
二
七

O

て
二
五
一

(二、
三

一
間
)

二
四
四
・
o

二
十
一
年

一
O
、
一
四
三

五
、
九
一

O

(九
、七
五

ご

二
二
、
五
七
三

六
二
二

0

2

0、O
六
O
)

三
二
、
一
八
一

一O
、
九

O
八

(
ご

O
、
一
七
九
)

二
十
二
年
六
月

迄

平

均

一
問、

一
O
七

一
O
、
二
二
八

〈
一
六
、
七
二
七
)

一手
O
、
七
九
八

九、一
一一凶
ニ

(
一
五
、
一
三
間
)

凶
五
、

O
七

O

二
入
、
九
五
六

(
五
三
、
五
六
八
)



こ
れ
で
み
れ
ば
、
出
家
の
最
も
大
き
な
闘
売
り
の
対
象
た
る
米
は
綜
合
指
数
よ
り
も
少
し
は

上
廻
っ
て
ゐ
る
が
大
義
な
い
。
然
し
硫
安
に
し
ろ
、
岨
に
し
ろ
農
家
の
最
も
必
要
と
す
る
物
資

は
綜
合
指
数
よ
り
何
倍
か
高
勝
し
て
ゐ
る
事
が
分
る
。
こ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
前
出
の
二
十

一
年

三
月
の
シ
エ
l

レ
は
実
質
的
に
は
更
に
ズ
ツ
ト
哨
大
す
る
も
の
と
見
ね
ば
な
る
ま
い
。

斯
〈
の
如
〈
シ
エ

1
レ
が
大
会
〈
出
て
米
司
令
が
、
単
に
シ
エ
ト
レ
が
出
る
こ
と
か
ら
直
ち
に

農
民
が
ん
女
〈
売
っ
て
高
〈
買
ふ
平
に
な
る
か
ら
農
家
続
演
は
苦
し
く
な
る
と
云
ひ
切
る
の
は
眠

不
の
織
に
思
は
れ
る
。

何
と
な
れ
ば
戦
後
の
工
業
生
産
に
比
し
て
農
業
生
産
の
優
位
な
る
事
即

ち
生
産
量
の
問
題
、
及
び
農
家
が
食
糧
自
給
の
為
め
に
自
給
経
済
に
よ
る
部
分
が
少
な
ぐ
い
な
い

と
一
五
ふ
こ
と
等
を
考
へ
れ
ば
、
シ
エ
.l
レ
は
或
程
度
相
殺
さ
れ
る
と
考
へ
ざ
る
を
得
な
い
。
白

松
山
し
な
が
ら
前
に
み
た
如
き
大
き
な
シ
ーエ
!
レ
の
出
る
事
は
以
上
の
こ
つ
の
事
を
考
慮
レ
て

も
尚
農
家
に
価
格
関
係
が
有
利
と
な
る
.
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
当
然
品
家
の
経
済
は
苦
じ
ぐ
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
資
金
の
資
本
へ
の
転
化
も
有
利
に
行
は
れ
な
い
様
に
思

へ
る
。
斯
る
状
態
の
下
に
於
て
は
そ
の
生
産
程
度
を
低
〈
す
る
事
以
外
に
資
金
の
蓄
積
の
方
法

は
な
い
事
に
な
.る
。
又
農
村
の
資
金
も
容
易
に
農
業
再
生
産
の
為
の
資
本
に
転
化
さ
れ
な
い
と

も
云
へ
る
訳
で
あ
る
。

玉
、

結

論

以
上
見
て
来
た
釦
く
現
在
の
農
村
の
生
産
機
構
は
単
作
米
地
帯
と
都
会
近
郊
蕗
菜
、
果
樹
地

帯
と
で
甚
だ
し
い
差
興
が
あ
り

一
括
し
て
論
ず
る
事
は
出
来
な
い
が
総
体
と
し
て
み
る
時
は
や

は
り
農
業
は
犠
牲
v
と
な
り
、
掠
奪
山
民
法
を
強
行
し
な
が
ら
、
そ
の
名
目
的
な
資
金
に
幻
惑
さ
れ

て
ゐ
る
。
而
も
敗
戦
に
よ
る
工
業
の
徹
底
的
破
嵯
は
主
食
を
足
も
大
主
な
生
産
資
木
と
せ
し

め
、
こ
の
食
糧
の
不
足
が
工
業
生
産
を
低
下
せ
し
め
、
工
業
生
産
の
低
下
が
農
業
生
産
資
材
の

供
給
を
不
充
分
な
ら
し
め
、
農
業
生
産
機
構
を
悪
化
し
て
食
糧
の
不
足
官
起
さ
し
め
る
如
〈
、

戦
後
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
に
於
け
る
農
工
の
両
生
産
は
相
互
に
完
全
な
悪
循
環
を
為
し
て

イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
促
進
へ
の
拍
車
と
な
っ
て
ゐ
る
事
を
銘
記
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一則
み
る
に
明
治
時
代
の
日
木
の
資
本
主
義
の
発
達
朗
に
於
て
商
工
業
の
発
肢
は
公
は
ぱ
雌
撲

の
犠
牲
に
於
て
為
し
得
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
農
業
生
産
物
殊
に
米
を
最
も
大
き
な
生
産

資
本
と
し
て
、
工
業
に
転
化
せ
し
め
、
又
地
租
を
政
府
の
最
も
大
・
ぎ
な
財
源
と
し
て
発
展
し
て

来
た
。
今
や
我
国
が
工
業
の
徹
底
的
な
破
壊
に
よ
り
明
治
維
新
の
状
態
に
近
〈
な
っ
た
今
日
そ

イ

ン
フ

ν
i
w
ヨ
ン
下
の
農
村

の
経
済
の
進
展
過
程
が
明
治
時
代
の
如
ぐ
農
業
を
犠
牲
と
し
て
進
展
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

唯
地
租
は
農
地
改
革
に
よ
り
な
く
な
っ
て
ゐ
る
が
、
供
出
を
丁
度
地
租
の

一
種
と
見
る
事
が
出

来
よ
う
。
又
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
期
に
於
て
も
世
界
各
国
例
外
な
く
農
業
の
犠
牲
に
於
て
経
済

は
再
建
さ
れ
て
行
く
の
が
常
で
あ
り
現
在
我
が
国
に
於
け
る
農
業
の
状
態
は
何
も
鵡
ろ
く
に
は

当
ら
な
い
。
む
し
ろ
当
然
の
事
と
去
へ
ょ
う
。
然
し
な
が
ら
、
日
本
の
農
業
の
展
開
は
多
〈
の

犠
牲
を
負
ひ
午
ら
も
結
局
は
商
工
業
を
基
盤
と
し
て
為
し
遊
げ
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
り
、
同
本

農
業
の
積
極
的
推
進
力
は
農
業
内
部
に
は
何
も
の
も
な
か
っ
た
。
恐
ら
〈
将
来
も
亦
そ
う
で
あ

ら
う
。即
ち
日
本
の
商
工
業
の
発
展
の
み
が
日
本
農
業
の
推
進
力
で
あ
り
、
之
な
ぐ
し
て
日
本
農
民

は
自
給
自
足
的
な
余
剰
生
産
物
販
売
的
な
山
崎
業
の
中
に
安
住
し
、
解
肱
さ
れ
た
地
主
の
所
有
地

や
低
限
化
さ
れ
た
小
作
料
、
又
最
近
よ
ぐ
去
は
れ
る
操
業
近
代
化、

機
械
化
等
も
全
〈
夢
物
語

り

ρ
如
く
経
営
の
零
細
化
の
圧
力
の
前
に
消
え
去
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
目
本
の
商
工
業

の
国
際
的
進
出
な
く
し
て
は
日
本
農
業
は
国
際
市
場
と
深
い
繋
り
を
持
つ
事
は
な

い
で
あ

ら

う
。
か
〈
て
日
木
の
農
業
生
産
機
構
大
き
ぐ
は
日
木
農
業
そ
の
も
の
は
今
後
商
工
業
と
関
聯
し

て
如
何
に
あ
る
べ
き
か
、
又
貿
易
と
雌
諜
吏
に
大
き
く
は
食
糧
は
自
給
す
べ
き
や
輸
入
す
べ
き

や
等
の
ロ
本
経
済
再
挫
の
根
本
問
題
は
次
の
機
会
に
ゆ
ず
る
耶
に
し
て
今
回
は
品
業
生
竣
工

業
生
産
の
阿
機
構
の
悪
循
環
が
イ
ン
フ
レ
促
進
の
基
礎
に
な
っ
て
ゐ
る
事
を
指
摘
す
る
に
止
め

て
捌
壁
す
る
。
(
朝
倉
)

〈
附
記
〉
本
稿
は
、
先
全
な
物
価
指
数
が
容
易
に
得
ら
れ
ぬ
関
係
上
重
要
な
諸
点
に
就
て
も
議
論

の
余
地
な
し
と
し
な
い
。
又
戦
後
の
二
つ
の
農
村
に
つ
い
て
も
明
確
な
数
字
を
出
し
て

み
た
く
思
っ
て
ゐ
る
。
種
々
不
備
で
あ
る
が
、
後
日
時
間
の
許
す
限
り
明
確
な
も
の
と

し
て
全
般
に
亘
っ
て
再
検
討
致
し
度
い
。

七


